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昭
和
中
３
年

小
林
佑
多
く
ん

中
体
連
卓
球
大
会
東
北
大
会
出
場
！

東
北
大
会
出
場
を
目
標
に

掲
げ
て
い
た
小
林
佑
多
く

ん
。
県
大
会
で
は
、
郡
山
二

中
、
中
央
台
南
中
、
飯
野
中

の
選
手
を
下
し
て
ベ
ス
ト
８

と
な
り
東
北
大
会
出
場
を
決

め
ま
し
た
。
敗
れ
ま
し
た

が
、
準
々
決
勝
で
は
、
平
三

中
の
選
手
と
フ
ル
セ
ッ
ト
の

デ
ュ
ー
ス
の
大
接
戦
で
し

た
。
東
北
大
会
で
は
、
岩
手

県
の
選
手
と
対
戦
し
、
健
闘

し
た
も
の
の
持
ち
前
の
ド
ラ

イ
ブ
が
な
か
な
か
決
ま
ら
ず

惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、東
北
大
会
に
出
場
し
、

県
内
外
の
選
手
と
交
流
で
き

た
こ
と
は
、
佑
多
く
ん
の
財

産
と
な
り
ま
し
た
。

▶  

引
率
し
た
先
生
方
と

８
月
16
日
、
し
ら
か
ば
会

館
に
お
い
て
ふ
る
さ
と
会
津

昭
和
村
会
創
立
20
周
年
記
念

総
会
及
び
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

例
年
、
総
会
は
６
月
に
東

京
都
内
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
20
周
年
記
念
と
い
う

こ
と
で
、
し
ら
か
ば
荘
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
合

わ
せ
て
お
盆
の
帰
省
時
期
に

ふ
る
さ
と
昭
和
村
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

総
会
及
び
懇
親
会
に
は
会

員
と
村
内
関
係
者
を
合
わ
せ

て
75
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
創
立
20
周
年

を
記
念
し
て
、
五
十
嵐
由
人

会
長
か
ら
村
長
へ
10
万
円
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
会
津
昭
和
村
会

創
立
20
周
年
記
念
総
会
・
懇
親
会
開
催

▶  

最
年
長
の
束
原
浩
元
さ
ん
が

  

会
の
歴
史
を
振
り
返
り
万
歳

村
内
３
地
区
で
盆
踊
り

８
月
14
日
か
ら
16
日
に
か

け
て
、
村
内
の
３
地
区
で
盆

踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３

日
間
に
渡
っ
て
天
候
に
も
恵

ま
れ
た
た
め
、
ど
の
会
場
に

も
地
区
内
外
の
村
民
や
帰
省

客
が
訪
れ
、
太
鼓
や
笛
の
音

に
合
わ
せ
て
、
や
ぐ
ら
の
周

り
に
踊
り
の
輪
が
広
が
り
ま

し
た
。

右
下
：
８
月
14
日  

小
中
津
川

左
上
：
８
月
15
日  

下
中
津
川

左
下
：
８
月
16
日  

佐
倉
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草
加
市
か
ら
体
験
学
習
で
小
学
生
が
来
村

姉
妹
都
市
の
埼
玉
県
草
加

市
か
ら
、
３
校
の
小
学
生
が

昭
和
村
で
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

７
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で

は
小
山
小
学
校
の
１
０
８
名

の
児
童
が
訪
れ
、
昭
和
の
森

キ
ャ
ン
プ
場
で
野
外
炊
飯
を

行
い
、
協
力
し
て
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
作
り
ま
し
た
。

８
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で

は
青
柳
小
学
校
の
70
名
、
８

月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
は
高

砂
小
学
校
の
１
４
１
名
が
訪

れ
ま
し
た
。

川
遊
び
や
矢
ノ
原
湿
原
散

策
、
か
ら
む
し
の
し
お
り
づ

く
り
、か
す
み
草
染
色
体
験
、

そ
ば
打
ち
体
験
、
星
空
観

測
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
昭
和
村
の
豊
か
な
自
然

を
満
喫
し
、
村
の
方
々
と
の

交
流
を
通
し
て
夏
の
思
い
出

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

▶  

か
ら
む
し
の
原
麻
を
触
っ
て
み
る

▶  

薪
の
煙
で
目
が
開
け
ら
れ
な
い

▶  

矢
ノ
原
で
昆
虫
を
発
見

8 月 18 日両原にオープン！ cafe まつや
村内外にファンも多い民宿

松屋さんが、併設された店舗
を改装して、新たに「cafe ま
つや」をオープンしました。

オーナーを務めるのは息子
の羽染豪さん。「村の人が気軽
に立ち寄れて、ゆっくりできる
場所をつくりたい。」と意気込
みを話してくださいました。

メニューは松屋の宴会でもお
馴染みの、生地から手作りした

「つよピザ」や、新潟で料理を
学んだ経験を基に会津の人にも
好まれる味付けにした「まつや
タレカツ」、もちもちの中華麺

で作るナポリタン「昭和ナポリ」
など創作料理が味わえるのも楽
しみのひとつ。

メニューはまだまだ試作段階
ということで、「お客さんにこ
んなものが食べたいと言われた
らチャレンジしてみたい。」と
意欲十分です。

また、営業時間外に小規模の
宴会や、二次会の予約も受け付
けているそうなので、利用の幅
も広がりました。

皆さんもぜひ「cafe まつや」
に足を運んでみてください。

cafe まつや
お問い合わせ・ご予約

☎ 0241-57-2283
営業時間：午前 11 時～午後 3 時
定 休 日 ：不定休
住 所 ：両原字天狗屋敷 537 太麺で食べ応えのある昭和ナポリ じゅうねんがたっぷり入ったケーキ





6広報しょうわ｜2014.9

萬
用
帳

大
芦
の
五
十
嵐
正
年
家
文

書
（
近
代
史
料
群
）
は
未
整

理
で
す
が
、
明
治
三
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）
の
一
年
間
の
出

費
の
記
録
帳
が
あ
り
ま
し
た
。

『
萬
（
よ
ろ
ず
）
用
帳
』
と
表

題
、
そ
の
十
二
月
二
十
四
日
の

項
目
に
、「
つ
む
二
本
、十
二
銭
」

で
購
入
し
た
記
録
が
あ
り
ま
し

た
。同

家
で
は
大
芦
集
落
の
ほ

と
ん
ど
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
麻
と
か
ら
む
し
（
青

苧
）
の
栽
培
・
生
産
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
「
お
つ
む
ぎ
わ

く
（
苧
紡
ぎ
枠
）」（
糸
車
）
で

使
用
す
る
た
め
の
「
紡
錘
（
つ

む
）」
を
購
入
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
た
い
へ
ん
貴
重
な
記

録
で
す
。
同
家
の
土
蔵
の
織
物

等
に
関
す
る
資
料
は
佐
倉
の
か

ら
む
し
工
芸
博
物
館
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
記
録
を
残
し
た
の
は
長

三
さ
ん
。
正
年
さ
ん
よ
り
五
代

前
に
あ
た
り
ま
す
。
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
生
ま
れ
で
、
昭

和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に

八
十
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
父
は
春
松
（
天
保
十
一
年

生
（
一
八
四
〇
））・
母
は
ハ
ツ

で
、
長
男
と
し
て
幕
末
に
生
ま

れ
、
戊
辰
戦
争
の
大
芦
戦
争
も

三
歳
で
体
験
し
、
そ
の
後
の
明

治
、
大
正
、
昭
和
の
戦
前
と
激

動
期
を
生
き
た
人
で
す
。

長
三
さ
ん
が
三
五
歳
の
時
の

記
録
『
萬
用
帳
』
を
よ
く
読
む

と
、
そ
の
年
の
生
活
を
再
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
正

月
と
十
月
に
山
之
神
講
割
、
か

ん
の
ん
講
割
の
費
用
を
出
費
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
四
月
七
日

は
柳
津
参
小
使
（
春
松
・
ヨ
シ

ノ
）と
あ
り
ま
す
。
長
三
の
子
・

ヨ
シ
ノ
は
明
治
二
十
一
年
に
生

ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
十
三
参
り

に
六
〇
歳
に
な
る
祖
父
春
松
と

行
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

八
月
に
は
飯
豊
（
喜
多
方
市
）

参
小
使
。
十
一
月
に
は
熊
野
講

割
と
出
て
い
ま
す
。

ま
た
正
月
十
日
に
天
王
寺

（
ノ
コ
ギ
リ
）
の
「
く
る
い
と

り
」、
四
月
に
「
な
べ
い
か
け

賃
」、
五
月
に
「
桶
（
お
け
）

た
が

か
け
か
い
」、
六
月
に

「
い
か
け
」
と
、
暮
ら
し
の
道

具
は
訪
問
し
て
く
る
修
理
屋
さ

ん
に
依
頼
し
て
直
し
て
い
る
こ

と
も
わ
か
り
ま
す
。
か
つ
て
は

道
具
を
繰
り
返
し
直
し
、
使
用

し
て
い
た
「
て
い
ね
い
な
暮
ら

し
」
を
し
て
い
る
証
拠
で
す
。

青
苧
代
金
の
包
み
紙

明
治
時
代
の
貨
幣
を
包
ん
だ

し
わ
く
ち
ゃ
の
和
紙
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
外
側
に
は
２
カ
年

の
青
苧
（
か
ら
む
し
）
販
売
代

金
と
、
売
っ
た
先
の
仲
買
人
の

名
も
あ
り
ま
し
た
。
内
容
に
つ

い
て
は
解
明
中
で
す
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
旧

暦
七
月
十
三
日
、
五
十
嵐
宅
次

に
売
っ
た
青
苧
代
金
「
二
六
五

円
の
置
、
五
貫
目
九
百
匁

代

百
五
十
六
円
三
十
五
銭

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
旧

七
月
二
十
八
日
、
五
十
嵐
市
太

に
売
っ
た
青
苧
代
金
「
十
貫
目

○
二
百
目

三
六
五
円
の
置

代
三
七
二
円

三
十
銭

販
売
代
金
を
包
ん
で
、
神
棚

に
で
も
上
げ
申
し
た
の
で
は
な

い
か
？
と
想
像
で
き
ま
す
。
百

年
も
前
の
、
こ
う
し
た
紙
が
残

り
、
当
時
の
村
人
の
微
細
な
行

為
が
見
え
る
こ
と
は
う
れ
し
い

こ
と
で
す
。

織
姫
体
験
生
で
か
ら
む
し
工

芸
博
物
館
に
勤
務
さ
れ
て
い
た

朝
倉
奈
保
子
さ
ん
が「
苧
の
道
」

（『
会
津
学
二
号
』二
〇
〇
六
年
）

の
二
〇
八
ペ
ー
ジ
に
か
ら
む
し

の
仲
買
人
に
つ
い
て
書
い
て
い

ま
す
。
大
芦
の
一
太
郎
、一
太
、

新
六
と
い
う
家
系
の
人
が
仲
買

を
し
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
百

匁
（
三
七
五
グ
ラ
ム
）。
大
正

八
年
は
、
か
ら
む
し
一
俵
十
貫

三
万
八
千
円
、
米
一
俵
が
十
円

六
十
銭
の
時
代
で
し
た
。

次
回
か
ら
は
、
こ
の
六
月
か

ら
再
調
査
を
行
っ
て
い
る
下
中

津
川
の
名
主
家
・
本
名
信
一
家

文
書
を
紹
介
し
ま
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
９
回
～

▶ 「つむ弐本」の記録

▶ 萬用帳  表紙写真：長三さんの筆跡です

▶ 金包紙：大正七年、八年と記した記録














